
この広報誌は赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています。

【今月の表紙】
八代市災害ボランティアセンターにて、当協議会職員の
ボランティア活動中のひとコマ。（関連記事３ページ）
※特別に許可を得て撮影しています。
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令和６年度 事業報告及び収支決算概要

事業報告
地域福祉活動計画に基づき、「共助の心で みんなで取り組む やさしいまち

あしきた」の実現に向けて、介護保険サービス、権利擁護、認知症支援、地域交
流（UDe-スポーツ・サロン活動）など多岐にわたる事業を展開しました。

令和７年６月５日に理事会、６月２３日に評議員会が開催され、

令和６年度の事業報告及び収支決算が承認されました。

収支決算

収 入

支 出

単位：千円

単位：千円

収支決算額区 分

8,960会費・寄附金

160,537補助金・受託金

21,887事業費・負担金

115,946介護保険事業

2,977その他

310,307合 計

収支決算額区 分

113,981地域福祉推進事業

94,887介護保険事業

55,073地域包括支援センター事業

19,225もやい直しセンター事業

24,503シルバー人材センター事業

307,669支 出 計

2,638次期繰越金

310,307総 合 計

会費・寄附金

3%

補助金・受託金補助金・受託金

52%52%

事業費・負担金事業費・負担金

7%7%

介護保険事業介護保険事業

37%37%

その他 1%

地域福祉推進事業地域福祉推進事業

36%36%

介護保険事業介護保険事業

31%31%

地域包括支援地域包括支援

センター事業センター事業

18%18%

もやい直し

センター事業

6%

シルバー人材

センター事業センター事業

8%8%

次期繰越金

1%

収入合計
310,307

（単位：千円）

支出合計
310,307

（単位：千円）

①住民主体の地域福祉の推進 ②地域福祉の担い手づくり

□小地域福祉活動の推進

□地域福祉コーディネートの充実

□地域福祉活動推進員の育成

□ボランティア活動の理解とセンター機能の充実

③安心して暮らせる地域づくり

□自立した生活の支援

□災害時支援体制の整備

④地域福祉活動の基盤づくり
□社協の機能・体制の強化

□広報・啓発活動の推進
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令和7年８月豪雨に伴う
災害ボランティアセンター設置市町

災害ボランティアセンター

通常ボランティアセンター

令和７年８月豪雨災害への支援
　 令和7年8月の豪雨災害により甚大な被害を受けた玉名市・宇城市・八代市・上天草市・氷川町へ、

当協議会職員が災害ボランティアセンター運営支援に出向しました。

　 運営支援では、現地調査・調整・資材管理等の業務を通じて、被災された方々の生活再建を支える

災害ボランティア活動の円滑な運営に現在も派遣しています。

   芦北町は令和2年7月豪雨災害で数多くの支援を受けました。当時、『芦北・津奈木広域災害ボラン

ティアセンター』 には多くの方々が駆けつけてくださり、復旧への大きな力となりました。

　 今回はその「恩返し」 の思いを胸に、協議会職員も被災地の力になりたいという気持ちで応援に入

りました。

   今後も、県社協を通じて災害時の相互支援体制を密にし、助け

合いの輪を広げてまいります。

運営支援 活動支援

災害ボランティア活動支援

▲ボランティア活動の説明 ▲ボランティアのマッチング

▲活動報告を受けている様子 ▲夕方のミーテイング

▲馬場板金塗装工場様より
軽トラックの無償提供

右：東 事務局次長（氷川町社協）
左：荒川 事務局長（芦北町社協）

災害ボランティアセンターでの運営支援
【令和7年8月18日～】



婚夫婦お祝い！

休み ～福祉体験学習～

町内の小学生から高校生を対象に、福祉施設

での体験をとおし、福祉やボランティアに対す

る意識向上を図ることを目的に、夏休み期間中

に「福祉体験学習」を開催しました。

本年度は４５名の児童生徒が参加し、福祉施

設９ヶ所のご協力により、充実した体験学習が

できました。

９月１０日に、第６７回熊日金婚夫婦表彰式

が行われ、３８組へ当協議会からお祝いの記念

品を贈呈いたしました。

金婚を迎えられた皆さまに敬意を表し、末永

きご多幸をお祈りいたします。
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利用者さんが笑顔で「ありがとう」と
言ってくださり、元気をもらえました。

▲詳しくはこちら

運動期間

１０月１日～翌年３月３１日

赤い羽根共同募金にご協力ください！
寄せられた募金は、子どもから高齢者、障がいのある方等、地域で暮らす皆

さまの福祉に幅広く活用されます。また、大規模な災害が起きた際の支援にも
役立てられます。
皆さまのあたたかいご支援・ご協力をよろしくお願いいたします。

子どもふれあい教室地域で使うイス等の助成 災害ボランティアセンター
運営職員派遣

令和６年度の芦北町実績額は、５,０９１,９７５円です。

戸別募金のほか、イベント等での募金活動も行っています。

【問い合わせ先】芦北町共同募金委員会
：８６ー０２９４

昨年も参加し、
子どもたちの
成長を感じま
した。

募 金 活 動

自分の町を良くするしくみ。



７月21日に一般住民を対象とした「認知症サポーター養成講座」を

開催し、７名の方が認知症サポーターになられました。

地域包括支援センター
：８６－２２７０問い合わせ先

認知症の症状や予防、 接し方などについて講義を

通して、正しい理解を持ち、自分にできる支援などに

ついて学びました。

地区や団体、学校・企業等で「認知症サポーター養

成講座」 の開催をご希望の場合は、お気軽にお問い

認知症を正しく理解し、支え合う地域へ

～認知症サポーター養成講座～

合わせください。

▲受講された方々

▲講演会の様子 ▲質疑応答

認知症の人やその介護者が集い、介護をするうえでの出

来事や悩みなどを気軽に話し、ホッと一息つける場です。

きずなの里にて毎月開催しています。

お気軽にお問い合わせください。

～認知症の人と家族の会  たけのこ会～

～認知症講演会～

▲有限会社せせらぎ
代表・高橋惠子氏

５　広報きずな

9月6日に高橋惠子氏を講師にお招きし、「認知症の理

解と認知症の人を支える地域ケア」 と題してご講演いた

だきました。

参加者からは、 「“一人じゃなくてチーム皆で協力して“

という話が良かった」等の感想が聞かれました。
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八幡荘デイサービスセンター ：８７－０２９４問い合わせ先

▲みんなで甘夏音頭♪

▲UDe-スポーツで交流

当センターで夏祭りを開催し、学童保育の子

どもたちと利用者様が交流をしました。

ヨーヨー釣りや甘夏音頭、UDe-スポーツを

通じて、 世代を超えたふれあいの時間を過ご

しました。

子どもたちの元気な声と利用者様の笑顔が

会場いっぱいに広がり、心温まる夏の思い出

となりました。

▲ボールすくいに挑戦

八幡荘デイサービスセンター

きずなの里デイサービスセンター ：８６－０４１２問い合わせ先

きずなの里デイサービスセンター

▲夏祭りに参加される利用者様

▲真剣に！ 楽しんでおられました

毎年恒例の「夏祭り」を開催し、魚釣りゲー

ムや輪投げなど、懐かしさと楽しさが詰まっ

た催しとなりました。

芦北高校の実習生も参加し、 利用者様の

笑顔が絶えない、にぎやかな一日でした。
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令和７年８月豪雨義援金（熊本県） 受付中
令和７年８月１０日からの大雨は、熊本県各地に多くの被害をもたらし、県内６市５町（熊本市、

八代市、玉名市、上天草市、宇城市、天草市、美里町、玉東町、長洲町、甲佐町、氷川町）に、災害救

助法が適用されました。

芦北町共同募金委員会では、この災害により被災された方々を支援することを目的に、義援金

の募集を行っています。

＜受付期間＞ 令和７年１０月3１日（金）まで

＜受付場所＞ ・ 芦北町もやい直しセンター　きずなの里
・ 田浦支所　八幡荘
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※定員（２０名）になり次第締め切らせていただきます。
※ポールの長さ調整のため、申込時に身長を確認いたします。

地域包括支援センター介護予防事業係
：８６－２２７０申込・問い合わせ先

令和7年11月8日（土）

午前10時00分～午後2時00分
女島活力推進センターゆめもやい

令和７年度 生涯現役教室

10月31日（金） 9時０0分～11時30分✿ 日　時

音楽療法・ノルディックウォーキング体験✿ 内　容

もやい直しセンターきずなの里✿ 集合場所

無料✿ 参加費

飲み物・タオル・帽子・上履き✿ 持参品

湯浦川周辺（ゆまちはし・小桜橋）【距離２.7㎞】✿ コース

１０月２９日（水）✿ 申込締切

芦北高校によるアマモの研究発表、
　　 ステージイベントやバザーもあります

【主催】女島ふれあい実行委員会


